
土星 [39°,267°]、月 [59°,279°] の値となります。同年２月 10 日の日の入 30 分後の場合を知

りたい時は、２月１日と３月１日の間で図 27 の上で補間して下さい。観測の時に惑星を見つけるの

が目的なので、この程度の値で十分です。また、惑星は黄道に沿った 12 星座にいて、明るく目立つ

ので見つけやすいはずです。この図 27 をもとに、日の入後の惑星や月の位置を前もって知っておく

と、観察計画を立てやすいでしょう。 

 

図 27（続き）毎月１日の日の入 30 分後の時刻における金星☆、火星△、木星◇、土星×、月

○、の高度と方位角。横軸の目盛は１か月きざみ（例えば 03･1 は 2003 年１月１日の意味）、

縦軸の目盛は 10 度きざみ。場所は大阪 
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(2) また、第５章で紹介した四季の星座のいくつかを、星野写真（当地学教室撮影）として図 28～

52 に集めました。 
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